
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの中の疑問から、 

仕事で必要な調査まで、 

図書館の資料やデータを使って 

調べ物や資料探しのお手伝いをする、 

それがレファレンスサービスです。 

例えば・・・ 

 

 

 

サグラダ・ファミリアはなぜ建設に 

時間がかかっているの？ 

 
 

回答例は裏面で！ 

 

〒577-0011東大阪市荒本北 1-2-1 

☎06-6745-0170 FAX 06-6745-0262 

大阪府立中央図書館 

 

 

牧野富太郎の生涯や業績について知りたい 
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あなたの知りたいこと 
調べたいこと 

お手伝いします！ 

社会科学系ゾーン 

自然科学系ゾーン 

複写カウンター 

カウンター 

カウンター 

人文系資料室 

文学 芸術 スポーツ 娯楽 言語 図書館学 

心理学 宗教 歴史 地図 ガイドブックなど 

社会・自然系資料室 

政治 法律 経済 福祉 教育 民俗学 軍事 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 医学 工学 理科 手芸 育児 農

林 水産 園芸 商業 交通 府政資料など 

こども資料室 

絵本 よみもの 紙芝居 外国語の絵本など 

小説・読物室 

日本の小説 エッセイ ＡＶ資料など 

新聞コーナー 全国紙 縮刷版など 

マイクロフィルム閲覧 

館内レファレンス案内図 

国際児童文学館 

約 89万点の日本や外国のこどもの本 

児童文化研究の本など 

国際児童文学館 

障がい者支援室 

芸術・スポーツ・文学 

地形図などをみることもできます。 

地方の自治体史を調べることもできます。 

宗教・心理学・歴史・地理 

データベースで判例を調べることもできます。 

お薬の成分を調べることもできます。 

 

図書館の資料を複写される場合は、 

2階、複写カウンターへ。 

新聞記事を探される場合は、データベース検

索をどうぞ。 

 

小さい頃に読んだあの本をもう一度読んでみたい。 

そんなときは、こども資料室・国際児童文学館でお調べします。

調べ学習の本もこども資料室にあります。 

 
作成日 2026年 10月 

 

こども資料室 

小説・読物室 

返却ポスト 

新聞コーナー 

エントランスホール 
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レファレンスサービスのご案内 
 

 

トピック 

住宅地図コーナー 近畿圏の住宅地図など 

 

住宅地図コーナー 

 

セルフカフェ 

 

レファレンス・トピック 

 
質問 ：サグラダ・ファミリアはなぜ建設に時間が 
かかっているの？（※【 】は府立図書館の請求記号） 

 
スペインのバルセロナにあるサグラダ・ファミリア聖堂は、スペ
イン・カタルーニャの建築家アントニ・ガウディの作品です。建
設は 1882年に始まり、ガウディの没後 100年にあたる
2026年 6月 10日に中央塔「イエス・キリストの塔」がよう
やく完成しました。南側に位置する「栄光のファサード（大正
面）」の建設工事は現在も続いています。 
 
図書 
■『ガウディとサグラダ・ファミリア展：GAUDÍ AND THE 

SAGRADA FAMÍLIA』（鳥居徳敏/学術監修 東京国立
近 代 美 術 館 /[ ほ か ] 編 集  NHK  2023.6 ）
【523.3/59NX】 

「3 サグラダ・ファミリアの軌跡 サグラダ・ファミリア聖堂建設の
変遷 1882-2026」（p.262-273） 
「3 サグラダ・ファミリアの軌跡 サグラダ・ファミリア聖堂の財政
について」（p.274-277） 
建設開始から現在までの、サグラダ・ファミリアの建設に関する
年表と、献金額および建設費などのグラフが掲載されています。
財政危機やスペイン内戦、新型コロナウイルス流行による建設
の中断があったことが分かります。 
 
■『入門ガウディのすごい建築：やっぱりガウディはおもしろ
い（洋泉社 MOOK）』（鳥居徳敏/監修 洋泉社 2014.8）
【523.3/334N】 
「解説 サグラダ・ファミリア贖罪聖堂」（ｐ.88-91）の章の「「神
の家」への妥協なき姿勢が建設期間を長期化させた」の項目
に、慢性的な資金不足があったこと、予算に応じた設計変更を
ガウディがしなかったことが解説されています。 
 
■『もっと知りたいガウディ：生涯と作品（アート・ビギナーズ・
コレクション）』（入江正之 /著  東京美術  2014.7）
【523.3/331N】 
「第3章 ガウディ集大成の豊饒な建築作品群 サグラダ・ファミ
リア贖罪聖堂」（p.84-93） 
「ガウディは、主に膨大な量の模型を制作して設計の検討をし
たが、1936 年からのスペイン内戦によって破壊された。しかも、
聖堂の全体像を描いたスケッチが 1 枚しか残されておらず、復
元された模型や助手たちの完成予想図を手がかりに推測しな
がら進めていかざるを得ず、建設に時間がかかる要因となって
いる。」（p.92）と書かれています。 
 
■『サグラダ・ファミリア：ガウディとの対話』（外尾悦郎/著 
宮崎真紀/訳 原書房 2011.11）【523.3/296N】 

「ロザリオの間とプーチさん」（p.50-65） 
スペイン市民戦争でサグラダ・ファミリアが破壊され設計図は焼
かれたこと、ロザリオの間を修復するのに18～20か月ほどかか
ったことが記載されています。 
 
■『図説ガウディ：地中海が生んだ天才建築家（ふくろうの
本 ） 』 （ 入江正之 /著  河出書房新社  2007.7 ）
【523.3/233N】 
「8 サグラダ・ファミリア贖罪聖堂 高次の総合としての建築」
（p.116-140）1936 年に勃発したスペイン内戦により、建設
の拠り所となる模型が破壊され、図面等の資料が焼失し、建設
の監督指導を行っていた D・スグラニェスも命を落とし、工事が
中断された経緯について記述があります。 
 
 
こんな資料を探しているけど、探し方がわからないというときは 
ぜひ、お気軽にレファレンスサービスをご利用ください！ 


